
豊
野

と
よ
の

の
地
名

ち
め
い

（
上
） 

 

豊
野
地
区
は
、
平
安
時
代
に
は
國

司

く
に
の
つ
か
さ

等
の
土
地
開
墾
の
奨
励
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
荘
園
の
一
部
と
な
り
下
河
辺
庄
に
属
し

て
い
た
が
、
殆
ん
ど
の
土
地
は
低
湿
地
帯
で
あ
っ
て
近
世
に
な
っ
て
か
ら
開
発
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。 

 

古
代
の
史
料
に
よ
る
と
利
根
川
沿
い
に
國
府
に
通
じ
る
街
道
が
通
過
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。 

 

考
古
時
代
に
つ
い
て
は
、
今
後
発
刊
さ
れ
る
「
春
日
部
市
史
第
一
巻
考
古
資
料
編
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
詳
細
は
判
明
し
な
い
が
、

こ
の
地
区
で
は
赤
沼
に
お
い
て
平
安
期
の
骨
つ
ぼ
が
発
見
さ
れ
、
現
在
常

じ
ょ
う

楽
寺

ら
く
じ

境
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
三
年
の

役
の
際
源
義
家
が
奥
州
へ
下
向
の
途
中
、
常
楽
寺
に
て
休
息
し
て
駒
を
と
め
た
「
駒
ど
め
の
松
」
と
い
わ
れ
た
松
が
あ
っ
た
。
今

は
根
株
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。 

 

銚
子
口
か
ら
藤
塚
の
古
利
根
川
沿
い
の
砂
丘
に
は
貝
塚
の
遺
跡
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
源
頼
朝
が

大
河
土
の
御
厨

み
く
り
や

の
地
を
伊
勢
神
宮
に
寄
進
し
た
と
あ
る
。
今
の
松
伏
町
大
川
戸
を
云
う
の
で
お
そ
ら
く
こ
の
地
域
も
そ
の
中
に
入

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
定
さ
れ
多
く
の
伝
説
が
あ
る
。 



 

豊
野
地
域
は
古
く
は
下
総
國
八
郷
下
河
辺
荘
に
属
し
て
い
た
が
中
世
に
武
蔵
國
下
河
辺
庄
と
な
り
、
近
世
に
は
松
伏
領
に
属
し

た
。
徳
川
氏
入
國
後
、
検
知
が
行
な
わ
れ
、
幕
府
直
轄
領
（
天
領
）
と
な
り
享
保
十
六
年
（
一
七
三
二
）
ご
ろ
か
ら
明
和
末
期
（
一

七
七
一
）
に
か
け
て
新
田
開
発
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
統
治
さ
れ
て
い
た
。 

 

明
治
初
期
に
廃
藩
置
県
の
制
に
よ
り
明
治
元
年
下
総
知
県
事
に
属
し
、
翌
二
年
葛
飾
県
と
な
り
明
治
四
年
埼
玉
県
に
属
し
た
。

明
治
四
年
戸
籍
事
務
を
取
扱
う
た
め
戸
長
制
度
が
定
め
ら
れ
各
村
の
名
主
が
そ
れ
ぞ
れ
戸
長
と
な
っ
た
。 

 

明
治
十
七
年
に
連
合
戸
長
制
度
が
定
め
ら
れ
、
藤
塚
村
・
銚
子
口
村
・
赤
沼
村
・
大
川
戸
村
が
連
合
し
、
藤
塚
村
遠
藤
源
蔵
戸

長
が
連
合
戸
長
に
就
任
し
、
藤
塚
村
に
連
合
戸
長
役
場
を
設
置
し
た
。 

 

明
治
二
十
二
年
町
村
制
が
施
行
さ
れ
て
大
川
戸
村
を
除
く
三
ヶ
村
が
合
併
し
て
一
村
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
村
の
名
称
に

つ
い
て
若
干
の
紛
糾
は
あ
っ
た
が
「
豊
野
村
」
と
す
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
村
名
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
「
益
々
田
野

を
開
い
て
新
村
の
豊
か
な
ら
ん
こ
と
を
望
む
に
在
り
」
と
云
う
こ
と
で
定
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

村
役
場
の
位
置
は
中
央
銚
子
口
と
し
当
初
大
狼
氏
宅
を
借
受
け
て
開
設
。
明
治
三
十
二
年
に
民
家
を
買
受
移
転
し
明
治
四
十
一

年
に
現
在
の
公
民
館
の
場
所
に
役
場
を
新
築
し
、
市
制
施
行
ま
で
使
用
し
て
い
た
。
「
豊
野
村
」
の
誕
生
に
よ
り
三
ヶ
村
名
は
そ

れ
ぞ
れ
大
字
名
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 



 

昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ
い
て
市
制
が
施
行
さ
れ
、
春
日
部
市
と
な
り
村
名
は
地
区
名
と
し
て
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
地
区
で
は
農
民
生
活
共
同
体
と
し
て
、
つ
ぎ
の
集
落
名
が
近
世
か
ら
明
治
期
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。 

▽
赤
沼
…
上
手
・
下
手
・
新
町
・
新
田
薬
師
沼
・
境
池
・
牛
山 

▽
銚
子
口
…
本
田
組
・
水
角
組 

▽
藤
塚
…
新
川
・
荻
原
・
本
田
・
新
田
三
本
木 

初
出
「
広
報
か
す
か
べ 

昭
和
五
十
四
年
八
月
」
か
す
か
べ
の
歴
史
余
話 


